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Ⅰ 研究主題設定の理由 

 文部科学省は、令和３年１月の中央教育審議会答申において、「令和の日本型学校教育」の

目指す姿として、「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの

実現」を提唱している。そこでは、「『指導の個別化』により個々の児童生徒の特性や学習進度

等を丁寧に見取り、その状況に応じた指導方法の工夫や教材の提供等を行うことで全ての児童

生徒の資質・能力を確実に育成すること」が期待されている。また、「東京都教育施策大綱」

（東京都教育委員会 令和７年３月）では、「デジタルを活用した学びの転換」として、「子供

がＩＣＴも活用しながら学びのプロセスを自ら決定する授業」と示している。 

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領においては、「適切な補助具や補助的手段を工夫

するとともに、コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し、指導の効果を高めるようにす

ること」が示されている。関連して、令和５～７年度障害種別特定研究の「肢体不自由特別支

援学校における最新のＩＣＴ活用状況」（令和６年２月 独立行政法人国立特別支援教育総合

研究所）の調査では、教材・教具や支援機器としてＩＣＴ機器を活用できる環境が整ってきて

おり、特別支援学校でのＩＣＴの活用が進んできていることが示されている。一方、指導のね

らいや指導内容を達成するために、児童・生徒に応じたＩＣＴ機器等を選定して活用できてい

るかという設問に対しては、約 11％の学校において、十分ではないと考えているとの回答が

ある。このことからＩＣＴ機器等を使用することが目的となってしまっている学校が一定数あ

ることが読み取れる。また、ＩＣＴ機器のみならず、アナログ教材も含めて、教員が児童・生

徒の実態に応じて適切に教材を選定、活用することに難しさがあることが考えられる。 

指導の効果を高めて授業の目標を達成するためには、授業を計画する段階において、教材を

選定する観点を基に丁寧に選定し、具体的な教材の活用方法について明確にすることが必要で

あると考えた。 

 そこで、本研究では、研究主題を「教材の選定理由を明確化した授業づくり～授業の目標を

確実に達成できることを目指して～」とし、教材の選定理由を明確にするための方策や活用方

法について検討する。さらに、最適な教材を選定できたかを複数の教員で授業前後に共有する

ことにより、授業に関わる教職員の間で授業者の意図を共通理解して授業を行うことに取り組

む。より適切に教材選定を行えるようにすることで、授業の目標を確実に達成できることを明

らかにする。 

 

 

 

 

 

研究主題 

教材の選定理由を明確化した授業づくり 

～授業の目標を確実に達成できることを目指して～ 
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Ⅱ 研究構想図 

 

現状と課題  関連法令・施策等 

【現状】 
〇ＧＩＧＡスクール構想などによって、肢体不自由校

でも少しずつデジタル教材の活用が定着しつつあ

る。 

〇アナログ、デジタル教材共に教材の選択肢が増えた。

その一方で、教員が適切に教材を選定、活用するこ

とに困難さがある。 

【課題】 
〇肢体不自由のある児童・生徒の学びを深めるために

は、教員が障害の状態や特性を踏まえて適切に教材

を選定できる能力を高め、効果的に活用することが

重要である。 

〇特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 

〇特別支援学校高等部学習指導要領 

〇「『令和の日本型教育』の構築を目指して 

～全ての子供たちの可能性を引き出す、 

個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」 

（中央教育審議会 令和３年１月 26 日） 
〇「東京都教育施策大綱  （東京都 令和７年３月）  
〇「東京都教育ビジョン（第５次）」 

（東京都教育委員会 令和６年３月） 

〇「東京都特別支援教育推進計画（第二期） 

第三次実施計画」 （東京都教育委員会 令和７年３月） 

 

 

 

研究の視点 

〇適切に教材を選定することを目的として、学習指導略案に教材の選定理由欄と使用教材に

ついて確認するチェックリストを設定する。 

〇学習指導略案に設定した選定理由欄とチェックリストを活用し、選定した教材の効果につ

いて検証を行う。 

 

研究仮説 

〇学習指導略案に教材の選定理由を記載し、チェックリストを活用して教材を選定すること

で、効果的に教材を活用することができ、児童・生徒が授業の目標を確実に達成できるだ

ろう。 

 

研究方法 

【基礎研究】 

(1) 令和３年度教育研究員研究報告書「視・聴・

肢・病及び重複障害教育」の理解と分析 
(2) 令和５〜７年度障害種別特定研究 「肢体不

自由特別支援学校における最新のＩＣＴ

活用状況」（独立行政法人国立特別支援教

育総合研究所）の理解と分析 

(3) 学習上の支援機器等教材活用評価研究事

業成果報告書（文部科学省）の理解と分析 

【実践研究】 

(1) 学習指導略案に記入できる項目を設けたこ

とで、教材の選定理由を明確にでき、効果的

に教材の活用を図ることができたかを授業

を通して検証 

(2) チェックリストの項目の検討 

(3) 検証授業を通してチェック項目等の振り返

り 

 

検証の方法 

〇チェックリストを活用し、かつ教材選定理由や効果的な活用を記入する項目を加えた学習

指導案を作成し検証授業を実施する。その後に「選定した教材は効果的であったか。」「よ

り学びを深められる学習になったか。」を検証する。 

〇検証授業から、選定理由の項目とチェックリストの項目が適切であったかを検討する。 

 

共通研究テーマ：全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現 

研究主題       教材の選定理由を明確化した授業づくり 

 ～授業の目標を確実に達成できることを目指して～ 
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Ⅲ 研究の視点 

  本研究では、特別支援学校における教材の選定理由を明確化した授業づくりに向け、以下

に示す２つの視点から研究を進めた。 

 (1) 適切に教材を選定することを目的として、学習指導略案に教材の選定理由欄と使用教材

について確認するチェックリストを設定する。 

 (2) 学習指導略案に設定した選定理由欄とチェックリストを活用し、選定した教材の効果に

ついて検証を行う。 

 

Ⅳ 研究仮説 

  学習指導略案に教材の選定理由を記載し、チェックリストを活用して教材を選定すること

で、効果的に教材を活用することができ、児童・生徒が授業の目標を確実に達成できるだろ

う。 

 

Ⅴ 研究方法 

１ 基礎研究 

(1) 令和３年度教育研究員研究報告書「視・聴・肢・病及び重複障害教育」の理解と分析 

(2) 令和５〜７年度障害種別特定研究「肢体不自由特別支援学校における最新のＩＣＴ活用

状況」（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所）の理解と分析 

(3) 学習上の支援機器等教材活用評価研究事業成果報告書（文部科学省）の理解と分析 

 

２ 実践研究 

(1) 学習指導略案に記入できる項目を設けたことで、教材の選定理由を明確にでき、効果的

に教材の活用を図ることができたかを授業を通して検証 

(2) チェックリストの項目の検討 

(3) 検証授業を通してチェック項目等の振り返り 

 

Ⅵ 研究内容 

１ 基礎研究 

(1) 令和３年度教育研究員研究報告書「視・聴・肢・病及び重複障害教育」の理解と分析 

   過去の当部会の研究において、「ＩＣＴ活用のみの授業展開では、単元の指導目標に達

することが難しい場合もある」ことが示されており、児童・生徒の実態に応じて、ＩＣＴ

を活用した指導だけではなく、具体物に触れ、操作するといった学習も、各教科等で育成

すべき資質・能力を育むためには不可欠であることが分かった。 

(2) 令和５〜７年度障害種別特定研究「肢体不自由特別支援学校における最新のＩＣＴ活用

状況」（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所）の理解と分析 

ＩＣＴ機器を活用できる環境が整ってきており、特別支援学校での活用も進んできて

いるが、児童・生徒に応じたＩＣＴ機器等の選定が不十分であることも示されている。

授業の目標を確実に達成できるようにするためにも、授業で使用する教材の選定理由を

明確にし、効果的に活用していくことが必要であることが分かった。 
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(3) 学習上の支援機器等教材活用評価研究事業成果報告書（文部科学省）の理解と分析 

児童・生徒の学習の困難さを明確にするためのチェックリストを基に、必要な支援機器

を選定する方法が示されている。各教員が児童・生徒に対して授業で活用した支援機器の

事例を集めて検討し、適切に支援機器を使うことで授業の理解度が高まったという報告も

あり、適切な教材選定が学びを深めるのに役立つことが分かった。 

 

２ 実践研究 

(1) 学習指導略案に記入できる項目を設けたことで、教材の選定理由を明確にでき、効果的

に教材の活用を図ることができたかを授業を通して検証 

   見て分かりやすいように写真を入れ、教材を選定した理由が明確化するよう「選定理

由」欄を設けた。また、選定した理由を踏まえた適切な使用方法となるよう「使用及び支

援方法」の欄を設けた。（図１） 

11 

教材 

 

使用する教材 選定理由 使用及び支援方法 

Ⅰ 

 

 

・ 

 

・ 

 

Ⅱ 

 

 

・ 

 

・ 

 

Ⅲ 

 

 

・ 

 

・ 

 

図１ 使用する教材の記入欄 

(2) チェックリストの項目の検討 

   児童・生徒がより学びを深められるような授業づくりができるように、チェックリス

トの項目を検討した。授業者が活用するときに負担感がなく日常的に活用できるよう、内

容を簡潔に示すことにした。授業前の計画段階では、選定した教材が、対象とする児童・

生徒に適合したものかどうかを確認でき、授業後には選定した教材が目標を達成するため

に妥当であったか評価ができるよう、授業の前後にチェックが入れられるようにした。

（図２） 

12 

教材選定 

チェックリ

スト 

項目 事前 事後 

児童・生徒が活動する様子をイメージできるか   

操作や設定が容易で、授業の流れを止めずに活用できるか   

安全性が確保されているか   

発達年齢・生活年齢に合っているか   

目標の達成を促しているか   

理解を助けるために次の感覚を活用しているか 

（視覚・聴覚・触覚・嗅覚 ） 

  

図２ 教材選定チェックリストの項目 

 

 

写真 

写真 

写真 



- 5 - 

 

(3) 検証授業を通してチェック項目等の振り返り 

 ア 検証授業① （都立Ａ特別支援学校高等部） 

  (ｱ) 学習指導略案 

令和７年度 教育研究員（特別支援学校等 視・聴・肢・病及び重複障害教育）学習指導略案 

１ 学校 都立Ａ特別支援学校 ２ 授業者 〇〇 〇〇 

３ 日時 〇月〇日(〇) 〇時〇分～〇時〇分 ４ 場所 教室 

５ 対象 小学部・中学部・高等部 Ｂグループ（知的代替） 11 人 

６ 単元名 国語・数学 「挨拶や敬語、マナーの見える化大作戦！」 

７ 

内容の 

まとまり 

特別支援学校 高等部 国語 第 1 段階 ／ 中学部 数学 第 1 段階 

【知識及び技能】 

〔国語〕 

アー(カ) 

〔数学〕 

Ｄ データの活用 

アー(ア)―㋐ 

【思考力、判断力、表現力

等】 

〔国語〕 

Ａ 聞くこと・話すこと 

ア 

〔数学〕 

Ｄ データの活用 

アー(イ)―㋐ 

【学びに向かう力、人間

性等】 

〔国語〕 

（1）目標 ウ 

〔数学〕 

（1）目標 Ｄ データ

の活用 ウ 

８ 

評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り

組む態度 

① 日常よく使われる敬

語を理解している。

（国語） 

 

 

 

② 身の回りにある数量

を簡単な表やグラフに

表したり、読み取った

りしている。（数学） 

① 社会の中で関わる人の

話などを、話し手が伝え

たいことの中心に注意し

て聞き、話しの内容を捉

えている。（国語） 

② 身の回りの事象に関す

るデータを整理する観点

に着目し、簡単な表やグ

ラフを用いながら読みと

ったり、考察したりして

いる。（数学） 

① 言葉がもつよさを認

識するとともに、思い

や考えを伝えあおうと

している。（国語） 

 

② データの活用に進ん

で関わり、数学的に表

現・処理するととも

に、数学で学んだこと

の良さに気付き、その

ことを生活や学習に活

用している。（数学） 

９ 

本時の 

目標 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現

力等 

(3) 学びに向かう力、人

間性等 

・ 学校生活の様々な場

面における正しい敬語

やマナーを理解でき

る。 

・ 挨拶やマナーについ

て、気付いた点や考えを

伝えることができる。 

・ 敬語やマナーにおけ

る距離、時間などの数

学的な事項について、

生活や学習に活用する

ことができる。 

10 

本時 

時間 学習内容 指導上の留意点・配慮事項 評価規準及び評価方法 

13：35 

導入 

（５分） 

〇始まりの挨

拶 

〇前時の復習 

本時の確認 

・ 全体を確認し、日直に

促す。 

・ スライドを基にして、

適宜、生徒に問いかけな

がら進行する。 

 

13：40 

展開 

（40 分） 

〇敬語・マナ

ークイズ 

・ 日常の場

面を切り抜

・ 動画は複数回提示し、

場面ごとに個別ワーク、

グループワーク、発表の

順で進めていく。 
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いた動画を

視聴する。 

▶教材Ⅰ 

・ 挨拶やマ

ナーにおい

て正しくな

い点、改善

案を個別と

グループで

考える。 

▶教材Ⅱ 

・ 個別やグ

ループで集

約した回答

を全体で共

有し、回答

例を確認す

る。 

・ 回答は、個別の端末か

ら記述式または選択式の

フォームにて個別に行

う。グループワークでの

内容は、ワークシートに

まとめる。 

・ 三つのグループそれぞ

れに教職員が入り、話し

合いの進行や意見の集約

を必要に応じて行う。 

 

 

・ 生徒から出た意見を取

り上げながら、回答例や

改善案を全体に提示す

る。 

アー①（行動観察、回答

内容） 

 

 

 

ウー①②（行動観察、発

表） 

14：20 

まとめ 

（５分） 

〇授業の振り

返り 

〇終わりの挨

拶 

・ 個別（アンケート）と

全体で本時の要点や目標

を振り返る。 

・ 全体を確認し、日直に

促す。 

 

11 

本時の 

目標に 

関わる 

教材 

教材名、写真 選定理由 使用及び支援方法 

Ⅰ クイズ用動画 

 

 

 

写真 

 

 

 

 

・ 映像資料を用いるこ

とで、普段の生活と照ら

し合わせながら、考える

ことができるようにす

る。身近な人が登場する

動画を用いることで、生

徒の興味・関心をひくこ

とをねらう。また、よく

ない点を提示すること

で、生徒自身の改善案を

引き出すことをねらう。 

・ 授業者はタブレット

端末を用いて、大型モ

ニターに投影する。適

宜、解説や補足の説明

を行いながら複数回再

生して、要点に気付け

るようにする。 

・ 動画は事前に共有フ

ォルダにて、個別のタ

ブレット端末等で見ら

れるようにする。 

Ⅱ クイズ回答用フォー

ム 

 

 

 

写真 

 

 

 

 

・ 個々の考えを個別の端

末にて回答、保存できる

ように統合型学習支援サ

ービスを用いる。個々の

事態に合わせて、記述

式・選択式を使い分けら

れるようにし、送信され

た内容を基にして評価を

行えるようにする。 

・ 入力フォームのリン

クは、あらかじめ共有

フォルダでの提示し、

授業の中では２次元コ

ードにて提示する。 

・ 個々の実態に応じ

て、記述式と選択式を

使い分けるよう促し、

必要に応じて回答の支

援を行う。 

12 

教材選定 

チェックリ

スト 

項目 事前 事後 

児童・生徒が活動する様子をイメージできるか ✔ ✔ 

操作や設定が容易で、授業の流れを止めずに活用できるか ✔ ✔ 

安全性が確保されているか ✔ ✔ 

２次元

コード 
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大型モニター 

T1 

T２ 

T３ 

T４ 

A 

B C 
D E 

F 

G 

H 

I 

J 

K 

※グループ分け ① B F H  ② A D I ③ C J K  

発達年齢・生活年齢に合っているか ✔ ✔ 

目標の達成を促しているか。 ✔ ✔ 

理解を助けるために次の感覚を活用しているか  

（ 視覚 ・ 聴覚 ・ 触覚 ・ 嗅覚 ） 

✔ ✔ 

11 に記載した教材は上記の全てにチェックがついたか ✔ ✔ 

〔配置図〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (ｲ) 結果 

   ・ 映像資料を教材として使用し、繰り返し同じ場面を投影したことで、幅広い実態の

集団でありながらも、生徒たち自身で挨拶やマナーについて、気付いて、考えを伝え

ようとする姿が見られた。 

   ・ 授業者の自評として、授業づくりの際に、授業の目標の達成に適している教材なの

か、選定理由を基に振り返ることができた、という意見が挙がった。 

   ・ 授業後の協議会において、教材選定チェックリストの事後の欄について、記入方法

が示されていないとどのように記入すればよいのか分かりにくいとの意見が挙がっ

た。 

   ・ 配置図を入れたことで、教職員間が連携できていた。 

  (ｳ) 考察 

   ・ 次回の授業への改善点が明確になるように、教材選定チェックリストの事後評価を

「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」の三段階評価とし、欄に記載をすることとした。 

   ・ 学習指導略案の中で、授業ごとに更新する箇所を明確にするために、項目を色分け

することとした。（更新する項目の背景を薄くしている。） 

   ・ 教職員間の連携に効果的であったため、配置図は継続して記載することとした。 

 イ 検証授業② （都立Ｂ特別支援学校高等部） 

  (ｱ) 学習指導略案 

令和７年度 教育研究員（特別支援学校等 視・聴・肢・病及び重複障害教育）学習指導略案 

１ 学校 都立Ｂ特別支援学校 ２ 授業者 〇〇 〇〇 

３ 日時 〇月〇日(〇) 〇時〇分～〇時〇分 ４ 場所 教室 

５ 対象 小学部・中学部・高等部 Ａ１グループ（自立活動を主とする） ６人 

６ 単元名 数学「ものを、たしかに とらえよう」 

７ 

内容の 

まとまり 

特別支援学校 小学部 数学 第 1 段階 

【知識及び技能】 

Ａ 数量の基礎 

【思考力、判断力、表現力

等】 

【学びに向かう力、人

間性等】 
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ア-(ア)-㋐ 

ア-(ア)-㋑ 

Ａ 数量の基礎 

ア-(イ)-㋐ 

Ａ 数量の基礎 

ウ 

８ 

評価規準 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り

組む態度 

・ 具体物に気付いてつ

かもうとしたり、目で

追ったりする。 

・ 目の前で隠されたも

のを探す。 

・ 対象物に注意を向け、

対象物の存在に注目し、

諸感覚（視覚、聴覚、触

覚）を協応させながら捉

える。 

・ 数量や図形に気付

き、数学の学習に関

心をもって取り組も

うとする態度を養

う。 

９ 

本時の 

目標 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現力

等 

(3) 学びに向かう力、

人間性等 

① 好きな物に気付い

て、つかもうとした

り目で追ったりして

いる。 

② 物が隠れたとき

に、隠れたことに気

付き、視線や動きで

探す。 

① 好きな物に注意を向

け、それらの存在に注目

し、諸感覚（視覚、聴

覚、触覚）を協応させな

がら捉えている。 

① 数量や図形に気付

き、数学の学習に関

心をもって取り組も

うとする態度を養

う。 

10 

本時 

時間 学習内容 指導上の留意点・配慮事項 評価規準及び評価方法 

13：35 

導入 

（５分） 

・ 始まりの挨

拶 

・ 20 の数え

歌（数学の

テーマソン

グ）     

・ 当番制で日直が挨拶を

する。挨拶後に、毎回同

じ音を鳴らす。 

・ 数え歌に合わせて、生

徒に握手などインプット

する。 

 

 

ウー①（視線、身体の

動き、表情） 

13：40 

展開 

（43 分） 

・ 好きな物

を見付け

る。 

 ▶教材Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自分の好

きな物を発

表する。 

 ▶教材Ⅱ 

・ 物の捉え方について、

また、自立活動の視点か

ら、生徒のより学習しや

すい姿勢で取り組む。 

・ 興味のある物とそうで

ない物を用意し、自ら好

きな物を探し出せるよう

に設定する。 

・ 生徒の実態により、隠

れたものを探したり見付

けたりする課題を取り入

れる。 

・ 発表の場面では、スイ

ッチなどを活用したり、

生徒の手の動きを引き出

したりする。 

ア―①（視線、身体の

動き、表情） 

アー②（視線、身体の

動き、表情） 

 

 

 

 

 

 

 

 

イー①（視線、身体の

動き、表情） 

 

 

 

14：23 

まとめ 

（２分） 

・ 終わりの

挨拶 

・ 当番制で日直が挨拶を

する。挨拶後に、毎回同

じ音（鈴）を鳴らす。 
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11 

本時の 

目標に 

関わる 

教材 

教材名、写真 選定理由 使用及び支援方法 

Ⅰ 黒いトレー、黒い箱 

 

 

 

 

 

 

 

・ まず、好きな物が「あ

る」ことに気付きやすく

（注目しやすく）するた

め。 

・ 好きな物が隠れたこと

から探しやすくする、ま

た、「ない」ことを学習す

るため。 

・ 自立活動の視点よ

り、生徒が物を捉え

やすい位置に提示す

る。 

・ 「〇〇はどこ？」 

「あった」、「ある」 

「ない」、「なくなっ

た」 

 「おわり」の順に言

葉掛けする。 

Ⅱ 発表順、好きな物

の提示 

 （個別のタブレット

端末で） 

 

 

 

 

 

 

 

・ 発表することに対し

て、生徒にイメージを持

たせるため。 

・ 自分の番をサブティー

チャーと一緒に確認する

ため。 

・ 物の提示を、生徒の見

えやすい位置に提示する

ため。 

・ 発表する活動にな

り、授業者がタブレ

ット端末を提示した

ら、個々のタブレッ

ト端末を生徒の見え

やすい、聞きやすい

位置に提示する。 

・ 聴覚で捉える生徒

は、「〇〇さんの次

だね」などと言葉を

添えて、生徒に提示

する。 

12 

教材選定 

チェックリ

スト 

項目 （事前は 確認した項目に✔、 事後は A：よくできた B：一部改善の

余地あり C：できなかった を評価） 

事前 事後 

児童・生徒が活動する様子をイメージできるか ✔ A 

操作や設定が容易で、授業の流れを止めずに活用できるか ✔ A 

安全性が確保されているか ✔ A 

目標の達成を促しているか。 ✔ B 

発達年齢・生活年齢に合っているか ✔ A 

理解を助けるために次の感覚を活用しているか 

 （ 視覚 ・ 聴覚 ・ 触覚 ・ 嗅覚 ） 

✔ A 

11 に記載した教材は上記の全てにチェックがついたか ✔ A 

 

〔配置図〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒パネル 
Ｔ1 

C 

D 
F B 

E 

A 

Ｔ5 

Ｔ4 Ｔ3 
Ｔ2 

Ｔ6 

マット 

扉 

扉 

扉 
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  (ｲ) 結果 

   ・ 教材の選定理由を明確化したことで、授業の目標達成に近づける授業づくりができ

た。生徒は好きな物が「ある」ことに気付いて注目している様子が見られた。 

   ・ 授業者の自評として、「教材」に記載するものについて、基準があいまいであり、

個別の支援機器を記載するのかどうか判断が難しかった、という意見が挙がった。 

  (ｳ) 考察 

   ・ 本研究において選定する「教材」は学習の「中身」となること、「教具」は学習を

助ける「道具」となることと区別をすることとした。また、個別の支援機器について

は、「教具」として取り扱うこととした。 

 ウ 検証授業③ （都立Ｃ特別支援学校小学部） 

  (ｱ) 学習指導略案 

令和７年度 教育研究員（特別支援学校等 視・聴・肢・病及び重複障害教育）学習指導略案 

１ 学校 都立Ｃ特別支援学校 ２ 授業者 〇〇 〇〇 

３ 日時 〇月〇日（〇） 〇時〇分～〇時〇分 ４ 場所 教室 

５ 対象 小学部・中学部・高等部 Ａグループ（自立活動を主とする） ４人 

６ 単元名 国語・算数「おべんとうをつくろう」 

７ 

内容の 

まとまり 

特別支援学校 小学部 国語 第 1 段階 / 小学部 算数 第 1 段階 

【知識及び技能】 

〔国語〕 

イ-(エ) 

〔算数〕 

C 図形 

ア-(ア)-㋐ 

【思考力、判断力、表現力

等】 

〔国語〕 

C 読むこと エ 

〔算数〕 

C 図形 ア-(イ)-㋐ 

【学びに向かう力、人

間性等】 

〔国語〕 

（1）目標 ウ 

８ 

評価規準 

ア知識・技能 イ思考・判断・表現 ウ主体的に学習に取り

組む態度 

① 言葉をイメージし

たり、言葉による関

わりを受け止めたり

する。〔国語〕 

② 具体物に注目して

指を差したり、つま

もうとしたり、目で

追ったりする。〔算

数〕 

① 絵本などを見て、次の

場面を楽しみにしたり、

登場人物などの動きを模

倣したりすること。〔国

語〕 

② 対象物に注意を向け、

対象物の存在に気付き、

諸感覚を協応させながら

具体物を捉えること。

〔算数〕 

① 言葉で表すことや

そのよさを感じると

ともに、言葉を使お

うとする態度を養

う。〔国語〕 

９ 

本時の 

目標 

(1)知識及び技能 (2)思考力、判断力、表現

力等 

(3) 学びに向かう力、

人間性等 

・ 教材を手に取り、

お弁当箱に入れよう

とすることができ

る。 

・ 次の場面に期待し、セ

リフの場面で教員の呼び

掛けに応じようとするこ

とができる。 

・ 自分から積極的に

手を動かそうとした

り、発声しようとし

たりする。 

10 

本時 

時間 学習内容 指導上の留意点・配慮事項 評価規準及び評価方法 

9:50 

導入 

（5 分） 

・ はじまり

のうた 

 

・ あいさつ 

・ 日直がベルを鳴らした

後、はじまりのうたを流

す。 

・ あいさつをする。 

 



- 11 - 

 

9:55 

展開 

（35 分） 

・ 絵本 

読み聞かせ 

台詞でスイ

ッチを押す 

▶教材Ⅰ 

▶教材Ⅱ 

 

・ やってみ

よう 

「おべんと

うをつくろ

う」 

教材をお弁

当箱に入

れ、お弁当

を作る。 

▶教材Ⅲ 

 

・ 振り返り 

「みんなの

おべんと

う」 

それぞれが

作ったお弁

当を見る。 

・ 大型モニターが見やす

いよう姿勢や位置を工夫

する。 

・ 台詞の場面は時間を長

めに設定し、児童がスイ

ッチを押せるよう促す。 

 

・ 教材は個別に用意し、

それぞれで活動を行う。 

・ 必要に応じて教職員と

一緒に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 児童全員が見えるよう

に順番に目の前に提示す

る。 

・ 絵本と同じ「みんない

っしょに、いただきま

す」の台詞で見立て遊び

を楽しめるようにする。 

イ①（視線、身体の動

き、表情） 

ウ①（視線、身体の動

き、表情） 

 

 

 

ア②（視線、身体の動

き、表情） 

 

10:30 

まとめ 

（5 分） 

・ おわりの

うた 

・ あいさつ 

・ 日直がベルを鳴らした

後、おわりのうたを流

す。 

・ あいさつをする。 

 

11 

本時の 

目標に 

関わる 

教材 

教材名、写真 選定理由 使用及び支援方法 

Ⅰ デジタル絵本 

  （授業用スライド） 

 

 

 

 

 

・ 大型モニターで大きく

提示するため。 

・ 児童が興味をもちそう

な音や映像効果を使用す

ることで、注目を促すた

め。 

・ 大型モニターに投

影する。 

・ 児童が大型モニタ

ーに注視できている

か確認し、適宜姿勢

や位置を工夫する。 

 

Ⅱ スイッチ教材 

 

 

 

・ 児童それぞれに合った

スイッチを用意しやすい

ため。 

・ 押しやすい形状のスイ

ッチを用意することで、

児童が自発的にスイッチ

を押すことをねらいとす

るため。 

・ タブレット端末の

アプリを使用する児

童は、画面に一つの

スイッチのみ提示す

る。 

・ 音声出力装置やス

イッチを使用する児

童は、押しやすい姿

勢や位置を工夫す

る。 

は～い！ 

 

えほん 
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・ 実態に合わせてス

イッチを使用しない

場合もある。 

・ 適宜言葉掛けを行

い、児童がスイッチ

を押せるよう促した

り、押したときに称

賛したりする。 

Ⅲ 具体物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 握りやすい、触り心地

が良い教材を用意するこ

とで児童が自発的に教材

を掴むことを促すため。 

・ 実際に児童が握り、お

弁当箱に詰める活動を行

うことで、自分だけのお

弁当という特別感やでき

たときの達成感を感じら

れるようにするため。 

・ 弁当箱や具材に選択肢

を用意することで、好み

の教材に注目する力や自

発的に手を伸ばそうとす

る力を伸ばしたいため。 

・ 握る、離すの動作

が可能な場合、でき

るだけ児童の発想で

お弁当を作るよう見

守る。 

・ 握る、離すが難し

い場合は教職員と一

緒に取り組む。 

・ 具材は好きなもの

を詰めてよい。同じ

ものばかり、量が少

ない、などは自由に

取り組む。 

・ お弁当を作りなが

ら見立て遊びを行っ

てもよい。 

・ 完成したお弁当は

全員で称賛する。 

12 

教材選定 

チェックリ

スト 

項目 （事前は 確認した項目に✔、 事後は A：よくできた B：一部改善の

余地あり C：できなかった を評価） 

事前 事後 

児童・生徒が活動する様子をイメージできるか ✔ A 

操作や設定が容易で、授業の流れを止めずに活用できるか ✔ A 

安全性が確保されているか ✔ B 

発達年齢・生活年齢に合っているか ✔ B 

目標の達成を促しているか ✔ A 

理解を助けるために次の感覚を活用しているか 

 （ 視覚 ・ 聴覚 ・ 触覚 ・ 嗅覚 ） 

✔ A 

11 に記載した教材は上記の全てにチェックがついたか ✔ A 

 

〔配置図〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型モニター 

T1 

T2 T3 T4 T5 

長机 

扉 

扉 

は～い！ 

C D B A 
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  (ｲ) 結果 

   ・ 児童が興味をもちやすい教材を取り扱ったことで、児童自ら積極的に手を動かそう

としている様子が見られた。 

   ・ 教材選定チェックリストの事後評価を参観者に記載してもらった。観点があること

で、参観のポイントが絞られて良かった、との意見が挙がった。 

   ・ サブティーチャーが異なっても、学習指導略案を見てもらうことで、同単元におい

ては、同じような支援をすることができた。 

  (ｳ) 考察 

   ・ 教材選定チェックリストの事後評価を様々な人からもらうことで、より多様な意見

のある教材選定の振り返りができた。 

   ・ 学習指導略案に、より詳細な個別の配慮等をどれだけ記入するかについては検討課

題となった。 

 

Ⅶ 研究の成果 

(1) 教材の選定理由の明確化 

   教材を選定する観点を基に丁寧に選定し、具体的な教材の活用方法について明確にする

ことで、学習の目標に迫る効果的な教材を選定できているかどうかの確認を授業者自身が

事前に行うことができた。また、使用及び支援方法を記載することは、授業者自身が意識

せずに行っていたことを言語化することにつながり、授業者が自身の行動を考えるきっか

けにもなった。そして、教材の選定理由や使用及び支援方法を校内の教職員と共有するこ

とにより、校内の教職員が授業者の意図を把握し、他の授業においても効果的に教材を活

用することができた。 

 (2) 教材選定チェックリストの活用 

   授業前に教材選定チェックリストを活用することで、児童・生徒が授業の目標を確実に

達成できるようにするための必要な観点を漏れなく踏まえているのか授業者が確認するこ

とができた。また、今までよりも児童・生徒の発達年齢を考慮したり、感覚の活用につい

て検討したりするようになり、児童・生徒の実態把握をより意識するようになった。さら

に、児童・生徒が興味をもちやすい教材を取り扱ったことで、児童・生徒が主体的に活動 

に取り組もうとする様子が見られるなど、授業の目標達成に近づける授業づくりができた。 

授業後には、チームの教職員がチェックリストの項目を観点として授業を振り返り、授業

者と共有することで、次回の授業づくりに生かすことができた。 

 

Ⅷ 今後の課題 

  本研究において作成した学習指導略案では、一定の成果を確認することができた。日々の

授業で継続して活用していき、学びをより深める学習に迫る学習指導略案になるようにをさ

らに項目等を検討していく必要がある。また、打合せ段階でのより詳細な情報等の共有方法

についても、併せて検討をしていく必要がある。 
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東 京 都 立 青 峰 学 園 主 任 教 諭  山 田  あかね 

◎世話人 〇副世話人 

 

〔担当〕東京都教育庁指導部特別支援教育指導課  

指導主事 石川 祐介 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和７年度 

教育研究員研究報告書 
特別支援学校等 

視・聴・肢・病及び重複障害教育部会 

 

   

令和８年３月      

 

編  集 東京都教育庁指導部指導企画課 

所 在 地 東京都新宿区西新宿二丁目８番１号 

電話番号 （０３）５３２０－６８６９ 


